
(57)【要約】

　

【課題】　未熟児の自発呼吸に応答する呼吸補助動作は

安定し信頼性高く維持し、肺圧変動は適切な範囲に下げ

る。

【解決手段】　噴流ノズル３；それとの間に噴流路４を

おいて、先端がノズル３の空気噴流に対向する位置にあ

って空気噴流の流れる方向に延び、空気噴流を第１およ

び第２噴流に分割する噴流分岐板５（５ａ，５ｂ）；第

１噴流が流入する第１分岐路７およびそれに連続するキ

ャビティ９；第２噴流が流入する第２分岐路８およびそ

れに連続する排気ポート１３；および、キャビティ９に

連続し、鼻腔プロング１２が結合する鼻腔プロングポー

ト１０，１１；を備えるネーザルＣＰＡＰ素子１におい

て、前記噴流分岐板５（５ａ，５ｂ）の先端の後部に、

キャビティ９と第２分岐路８との間の空気通流を許すバ

イパス６を設けたことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 気 を 噴 出 す る 噴 流 ノ ズ ル ； 該 噴 流 ノ ズ ル と の 間 に 噴 流 路 を お い て 、 先 端 が 該 噴 流 ノ ズ
ル の 空 気 噴 流 に 対 向 す る 位 置 に あ っ て 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に 延 び 、 前 記 空 気 噴 流 を
第 １ お よ び 第 ２ 噴 流 に 分 割 す る 噴 流 分 岐 板 ； 第 １ 噴 流 が 流 入 す る 第 １ 分 岐 路 お よ び そ れ に
連 続 す る キ ャ ビ テ ィ ； 第 ２ 噴 流 が 流 入 す る 第 ２ 分 岐 路 お よ び そ れ に 連 続 す る 排 気 ポ ー ト ；
お よ び 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ に 連 続 し 、 鼻 腔 プ ロ ン グ が 結 合 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト ； を 備 え
る ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 に お い て 、
　 前 記 噴 流 分 岐 板 の 前 記 先 端 の 後 部 に 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ と 第 ２ 分 岐 路 と の 間 の 空 気 の 通 流
を 許 す バ イ パ ス を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 空 気 を 噴 出 す る 噴 流 ノ ズ ル ；
　 該 噴 流 ノ ズ ル と の 間 に 噴 流 路 を お い て 、 先 端 が 該 噴 流 ノ ズ ル の 空 気 噴 流 に 対 向 す る 位 置
に あ っ て 、 前 記 空 気 噴 流 を 第 １ お よ び 第 ２ 噴 流 に 分 割 す る ウ エ ッ ジ ；
　 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に 関 し て 前 記 ウ エ ッ ジ の 下 流 に あ っ て 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る
方 向 に 延 び る 分 離 部 ；
　 第 １ 噴 流 が 流 入 す る 第 １ 分 岐 路 お よ び そ れ に 連 続 す る キ ャ ビ テ ィ ；
　 第 ２ 噴 流 が 流 入 す る 第 ２ 分 岐 路 お よ び そ れ に 連 続 す る 排 気 ポ ー ト ；
　 前 記 キ ャ ビ テ ィ に 連 続 し 、 鼻 腔 プ ロ ン グ が 結 合 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト ； お よ び 、
　 前 記 ウ エ ッ ジ と 分 離 部 と の 間 の バ イ パ ス ； を 備 え 、
　 前 記 キ ャ ビ テ ィ と 第 ２ 分 岐 路 は 前 記 分 離 部 で 区 分 さ れ 、 し か も 、 前 記 バ イ パ ス が 、 前 記
キ ャ ビ テ ィ と 第 ２ 分 岐 路 と の 間 の 空 気 の 通 流 を 許 す ；
ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 空 気 噴 流 に 関 し て 前 記 噴 流 ノ ズ ル の 、 上 流 側 に 該 噴 流 ノ ズ ル に 連 通 す る 給 気 ポ ー ト
が 、 下 流 側 に 前 記 排 気 ポ ー ト が 設 け ら れ ； 前 記 噴 流 ノ ズ ル の ノ ズ ル 軸 に 直 交 す る 方 向 に 、
前 記 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト の 中 心 軸 が 延 び る ； 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素
子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ に 関 し 、 特 に 、 未 熟 児 へ の 使 用 に 適 し た ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ
素 子 に 関 す る 。 近 年 、 ネ ー ザ ル (Nasal)Ｃ Ｐ Ａ Ｐ （ Continuous Positive Airway Pressure
） が 、 未 熟 児 の 呼 吸 補 助 又 は 呼 吸 障 害 の 治 療 に 用 い ら れ つ つ あ る 。 Ｃ Ｐ Ａ Ｐ は 、 呼 気 相 終
末 に お い て も 気 道 内 圧 を 陽 圧 に 保 ち 、 呼 気 相 で の 肺 胞 虚 脱 を 防 止 す る こ と に よ り 機 能 的 残
気 量 を 増 加 さ せ 、 肺 内 シ ャ ン ト を 減 少 し 、 低 酸 素 血 症 を 改 善 す る 。 鼻 孔 に 陽 圧 を 加 え る も
の を ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ と 呼 ぶ 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ １ ５ ４ ９ 号 公 報 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ の 利 点 は 、 （ １ ） 気 管 内 挿 管 す る 必 要 が な く 簡 易 に Ｃ Ｐ Ａ Ｐ が か け ら
れ る 、 （ ２ ） 挿 管 チ ュ ー ブ の 気 道 抵 抗 が な く 呼 吸 仕 事 量 が 軽 減 で き る 、 （ ３ ） 気 管 内 挿 管
に 伴 う 気 道 感 染 症 を 回 避 す る こ と が で き る こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 他 方 に お い て は 、 （ １ ） 鼻 孔 取 り 付 け 部 の 鼻 孔 へ の 強 い 圧 迫 に よ る 鼻 孔 狭
窄 、 鼻 中 隔 壊 死 を 発 症 す る 可 能 性 が あ る 、 （ ２ ） 固 定 方 法 が 難 し く 、 リ ー ク に よ り 十 分 な
Ｃ Ｐ Ａ Ｐ を 維 持 す る こ と が 困 難 で あ る 、 （ ３ ） 食 道 へ も 陽 圧 が か か る た め 、 腸 管 が 拡 張 し
て 栄 養 が 入 れ に く く な る こ と が あ る と い っ た 、 改 善 す べ き 点 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 こ れ に 対 処 す る た め に 、 微 細 な 自 発 呼 吸 に も 敏 感 に 反 応 し 、 安 定 し た 気 道 内 圧 を 提 供 し
、 呼 気 時 の 回 路 内 抵 抗 を 解 消 す る た め 、 流 体 力 学 的 原 理 を 応 用 し た も の が 登 場 し て き て い
る 。 例 え ば 、 イ ン フ ァ ン ト フ ロ ー シ ス テ ム と 呼 ば れ る も の が あ る 。 イ ン フ ァ ン ト フ ロ ー シ
ス テ ム に お い て は 、 鼻 孔 部 へ の 衝 突 噴 流 の 不 安 定 性 を 利 用 す る こ と か ら 、 素 子 の 基 本 形 状
が 鼻 孔 に 対 抗 す る 形 状 と な っ て お り 、 空 気 供 給 管 お よ び 呼 気 排 出 管 等 を 鼻 か ら 額 に 掛 け て
顔 面 部 を 縦 に 横 切 っ て 装 着 し な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 こ れ を 固 定 す る た め の 方 法
が 複 雑 に な っ て し ま い 、 特 に 未 熟 児 に 使 用 し た 場 合 に は 多 大 な 装 着 負 担 を 与 え 、 長 時 間 の
ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 実 施 時 に 患 者 の 鼻 腔 狭 窄 や 鼻 中 隔 壊 死 な ど を 招 く お そ れ が あ る と い う 、
改 善 す べ き 点 が 依 然 と し て あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ は 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 実 施 時 の 新 生 児 （ 例 え ば 未 熟 児 ） に 対 す る 素 子 の
装 着 負 担 軽 減 を 可 能 に す る 小 型 で 横 型 の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 を 提 供 す る 。 こ の 種 の 従 来
の １ 例 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に 示 す ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ は 、 空 気 を 噴 出 す る 噴 流 ノ ズ ル
３ ， 該 噴 流 ノ ズ ル ３ と の 間 に 噴 流 路 ４ を お い て 、 先 端 が 該 噴 流 ノ ズ ル ３ の 空 気 噴 流 に 対 向
す る 位 置 に あ っ て 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に 延 び 、 前 記 空 気 噴 流 を 第 １ お よ び 第 ２ 噴 流
に 分 割 す る 噴 流 分 岐 板 ５ ， 第 １ 噴 流 が 流 入 す る 第 １ 分 岐 路 ７ お よ び そ れ に 連 続 す る キ ャ ビ
テ ィ ９ ， 第 ２ 噴 流 が 流 入 す る 第 ２ 分 岐 路 ８ お よ び そ れ に 連 続 す る 排 気 ポ ー ト １ ３ 、 お よ び
、 前 記 キ ャ ビ テ ィ ９ に 連 続 し 、 鼻 腔 プ ロ ン グ （ 図 示 せ ず ） に 連 通 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト
１ ０ ， １ １ 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 給 気 管 接 続 ポ ー ト １ ５ に は 実 質 的 に 定 圧 力 で 空 気 が 供 給 さ れ る 。 こ の 空 気 は 、 給 気 管 接
続 ポ ー ト １ ５ か ら 噴 流 ポ ー ト ２ を 経 て ノ ズ ル ３ に 入 り 、 ノ ズ ル ３ か ら 流 出 す る 空 気 噴 流 は
、 噴 流 路 ４ を 進 む と 噴 流 分 岐 板 ５ の 先 端 の ナ イ フ エ ッ ジ で 、 第 １ 噴 流 と 第 ２ 噴 流 に ２ 分 割
さ れ 、 第 １ 噴 流 は キ ャ ビ テ ィ ポ ー ト で あ る 第 １ 分 岐 路 ７ を 通 っ て キ ャ ビ テ ィ ９ に 入 っ て 壁
面 に 沿 う よ う に 時 計 方 向 に 旋 回 す る 。 こ れ に よ り キ ャ ビ テ ィ ９ に は 陽 圧 （ Ｃ Ｐ Ａ Ｐ ： Cont
inuous Positive Airway Pressure） が 加 わ っ て い る 。 第 ２ 噴 流 は 、 余 剰 エ ア 流 路 で あ る
第 ２ 分 岐 路 ８ を 通 っ て 排 気 ポ ー ト １ ３ を 進 ん で 、 排 気 管 接 続 ポ ー ト １ ８ か ら 外 部 に 流 出 す
る 。 鼻 腔 プ ロ ン グ （ nose prongs： 鼻 孔 に 結 合 す る ２ 股 チ ュ ー ブ 部 材 ； 例 え ば 図 １ 上 の １
２ ） が 装 着 さ れ る 接 続 ポ ー ト １ ６ ， １ ７ と 同 軸 で 連 続 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １
が 、 そ れ ら の 軸 心 を ノ ズ ル ３ の 軸 心 （ ｘ 方 向 ） と 直 交 す る ｙ 方 向 に 平 行 に し て 、 キ ャ ビ テ
ィ ９ に 開 い て い る 。 す な わ ち 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １ に 、 新 生 児 （ 例 え ば 未 熟 児 ） の 自 発 呼 吸 に よ り 、 吸 気 圧
が 加 わ る と 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の 空 気 が ポ ー ト １ ０ ， １ １ に 引 か れ る の で 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の 圧
力 が 下 が り 、 こ れ に よ り ノ ズ ル ３ か ら キ ャ ビ テ ィ ９ へ の 第 １ 噴 流 の 空 気 流 量 が 増 加 す る 。
こ れ が 新 生 児 の 吸 気 を 助 勢 （ 補 助 ； 増 幅 ） す る 。 ポ ー ト １ ０ ， １ １ に 呼 気 圧 が 加 わ る と キ
ャ ビ テ ィ ９ の 圧 力 が 上 が り 、 こ れ に よ り ノ ズ ル ３ か ら 排 気 ポ ー ト １ ３ へ の 第 ２ 噴 流 の 空 気
流 量 が 増 加 し 、 ノ ズ ル ３ か ら キ ャ ビ テ ィ ９ へ の 第 １ 噴 流 の 空 気 流 量 が 低 下 す る 。 こ れ が 新
生 児 の 呼 気 を 容 易 に す る 。 こ の よ う に 、 自 発 呼 吸 に 対 し て 呼 吸 補 助 動 作 、 い わ ば 増 幅 動 作
、 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 吸 気 管 接 続 ポ ー ト １ ５ に 接 続 さ れ る 空 気 供 給 管 と 、 排 気 管 接 続 ポ ー ト １ ８ に 接 続
さ れ る 排 気 管 と が 同 じ 方 向 ｘ に 配 置 さ れ 、 接 続 ポ ー ト １ ６ ， １ ７ に 結 合 さ れ る 鼻 腔 プ ロ ン
グ が こ れ ら に 対 し て 垂 直 方 向 ｙ に 配 置 さ れ る た め 、 こ れ ら の 管 を 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う
に 、 患 者 の 顔 面 を 横 に 横 切 ら せ て 装 着 す る こ と が 可 能 に な り 、 装 着 負 担 が 軽 減 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の 陽 圧 （ Ｃ Ｐ Ａ Ｐ ） を 安 定 に し 、 自 発 呼 吸 に 応 答 す る 呼 吸 補 助
動 作 、 す な わ ち 流 体 制 御 素 子 に よ る 自 発 呼 吸 圧 の 増 幅 、 を 安 定 に し 信 頼 性 を 高 く す る た め
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に は 、 ノ ズ ル の 噴 流 を あ る 程 度 以 上 の パ ワ ー に す る の が 好 ま し く 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の 淀 み 圧
（ 陽 圧 ） を ５ ０ ０ Ｐ ａ （ パ ス カ ル ） 程 度 と す る の が 良 い 。 し か し そ う す る と 、 呼 吸 補 助 に
よ る 肺 圧 変 動 が ３ ０ ０ ～ ４ ０ ０ Ｐ ａ に も な る こ と が あ り 、 未 熟 児 に 対 し て は 過 大 に な る こ
と が あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 発 呼 吸 に 応 答 す る 呼 吸 補 助 動 作 は 安 定 し 信 頼 性 の 高 い も の に 維 持 し 、 し か
も 呼 吸 補 助 に よ る 肺 圧 変 動 は 適 切 な 範 囲 に 下 げ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ １ ） 空 気 を 噴 出 す る 噴 流 ノ ズ ル (3)； 該 噴 流 ノ ズ ル (3)と の 間 に 噴 流 路 (4)を お い て 、
先 端 が 該 噴 流 ノ ズ ル (3)の 空 気 噴 流 に 対 向 す る 位 置 に あ っ て 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に
延 び 、 前 記 空 気 噴 流 を 第 １ お よ び 第 ２ 噴 流 に 分 割 す る 噴 流 分 岐 板 (5a,5b)； 第 １ 噴 流 が 流
入 す る 第 １ 分 岐 路 (7)お よ び そ れ に 連 続 す る キ ャ ビ テ ィ (9)； 第 ２ 噴 流 が 流 入 す る 第 ２ 分 岐
路 (8)お よ び そ れ に 連 続 す る 排 気 ポ ー ト (13)； お よ び 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ (9)に 連 続 し 、 鼻 腔
プ ロ ン グ (12)が 結 合 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト (10,11)； を 備 え る ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 (1)
に お い て 、
　 前 記 噴 流 分 岐 板 (5a,5b)の 前 記 先 端 の 後 部 に 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ (9)と 第 ２ 分 岐 路 (8)と の
間 の 空 気 の 通 流 を 許 す バ イ パ ス (6)を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 (図
１ )。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ２ ） 空 気 を 噴 出 す る 噴 流 ノ ズ ル (3)；
　 該 噴 流 ノ ズ ル (3)と の 間 に 噴 流 路 (4)を お い て 、 先 端 が 該 噴 流 ノ ズ ル (3)の 空 気 噴 流 に 対
向 す る 位 置 に あ っ て 、 前 記 空 気 噴 流 を 第 １ お よ び 第 ２ 噴 流 に 分 割 す る ウ エ ッ ジ (5a)；
　 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に 関 し て 前 記 ウ エ ッ ジ (5a)の 下 流 に あ っ て 前 記 空 気 噴 流 の 流
れ る 方 向 に 延 び る 分 離 部 (5b)；
　 第 １ 噴 流 が 流 入 す る 第 １ 分 岐 路 (7)お よ び そ れ に 連 続 す る キ ャ ビ テ ィ (9)；
　 第 ２ 噴 流 が 流 入 す る 第 ２ 分 岐 路 (8)お よ び そ れ に 連 続 す る 排 気 ポ ー ト (13)；
　 前 記 キ ャ ビ テ ィ (9)に 連 続 し 、 鼻 腔 プ ロ ン グ (12)が 結 合 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト (10,11)
； お よ び 、
　 前 記 ウ エ ッ ジ (5a)と 分 離 部 (5b)と の 間 の バ イ パ ス (6)； を 備 え 、
　 前 記 キ ャ ビ テ ィ (9)と 第 ２ 分 岐 路 (8)は 前 記 分 離 部 (5b)で 区 分 さ れ 、 し か も 、 前 記 バ イ パ
ス (6)が 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ (9)と 第 ２ 分 岐 路 (8)と の 間 の 空 気 の 通 流 を 許 す ；
ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 (図 １ )。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 理 解 を 容 易 に す る た め に 括 弧 内 に は 、 図 面 に 示 し 後 述 す る 実 施 例 の 対 応 要 素 又 は
対 応 事 項 の 符 号 を 、 例 示 と し て 参 考 ま で に 付 記 し た 。 以 下 も 同 様 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 （ １ ） お よ び （ ２ ） の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 (図 １ )に よ れ ば 、 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト
(10,11)に 、 新 生 児 （ 例 え ば 未 熟 児 ） の 自 発 呼 吸 に よ り 、 吸 気 圧 が 加 わ る と 、 キ ャ ビ テ ィ (
9)の 空 気 が 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト (10,11)に 引 か れ る の で 、 キ ャ ビ テ ィ (9)の 圧 力 が 下 が り 、
こ れ に よ り 噴 流 ノ ズ ル (3)か ら キ ャ ビ テ ィ (9)へ の 空 気 流 量 が 増 加 す る 。 こ れ が 新 生 児 の 吸
気 を 助 勢 （ 補 助 ） す る 。 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト (10,11)に 呼 気 圧 が 加 わ る と キ ャ ビ テ ィ (9)の
圧 力 が 上 が り 、 こ れ に よ り 噴 流 ノ ズ ル (3)か ら 排 気 ポ ー ト (13)へ の 空 気 流 量 が 増 加 し 、 噴
流 ノ ズ ル (3)か ら キ ャ ビ テ ィ (9)へ の 空 気 流 量 が 低 下 す る 。 こ れ が 新 生 児 の 呼 気 を 容 易 に す
る 。 こ の よ う に 、 自 発 呼 吸 に 対 し て 呼 吸 補 助 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 噴 流 分 岐 板 (5a,5b)の 前 記 先 端 の 後 部 に 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ (9)と 第 ２ 分 岐 路 (8)と の 間 の
空 気 の 通 流 を 許 す バ イ パ ス (6)を 設 け た の で 、 バ イ パ ス (6)を 通 し て キ ャ ビ テ ィ (9)か ら 第
２ 分 岐 路 (8)に 常 時 空 気 が 流 れ る 。 こ の バ イ パ ス (6)が 呼 吸 に 伴 な う キ ャ ビ テ ィ (9)の 圧 力
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変 動 を 緩 和 す る 。 す な わ ち 、 吸 気 期 間 に は 、 吸 気 に よ り キ ャ ビ テ ィ (9)の 圧 力 が 下 が る と
、 バ イ パ ス (6)を 通 し て キ ャ ビ テ ィ (9)か ら 第 ２ 分 岐 路 (8)に 流 れ る 空 気 流 量 が 減 少 し て キ
ャ ビ テ ィ (9)の 圧 力 低 下 量 が 小 さ く 、 呼 気 期 間 に は 、 呼 気 に よ り キ ャ ビ テ ィ (9)の 圧 力 が 上
が る と 、 バ イ パ ス (6)を 通 し て キ ャ ビ テ ィ (9)か ら 第 ２ 分 岐 路 (8)に 流 れ る 空 気 流 量 が 増 加
し て キ ャ ビ テ ィ (9)の 圧 力 上 昇 量 が 小 さ い 。 す な わ ち 、 呼 吸 補 助 に よ る 肺 圧 変 動 が 小 さ く
な る 。 例 え ば 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の 淀 み 圧 （ 陽 圧 ） を ５ ０ ０ Ｐ ａ （ パ ス カ ル ） 程 度 と す る と き
、 呼 吸 補 助 に よ る 肺 圧 変 動 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ Ｐ ａ に す る こ と が で き 、 未 熟 児 に 最 適 な 呼 吸
補 助 を す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ３ ） 前 記 空 気 噴 流 に 関 し て 前 記 噴 流 ノ ズ ル (3)の 、 上 流 側 に 該 噴 流 ノ ズ ル (3)に 連 通 す
る 給 気 ポ ー ト (2,15)が 、 下 流 側 に 前 記 排 気 ポ ー ト (13)が 設 け ら れ ； 前 記 噴 流 ノ ズ ル (3)の
ノ ズ ル 軸 (x)に 直 交 す る 方 向 (y)に 、 前 記 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト (10,11)の 中 心 軸 が 延 び る ；
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 (図 １ )。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 給 気 管 接 続 ポ ー ト (15)に 接 続 さ れ る 空 気 供 給 管 (21)と 、 排 気 管 接 続 ポ ー
ト (18)に 接 続 さ れ る 排 気 管 (24)と が 同 じ 方 向 ｘ に 配 置 さ れ 、 前 記 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト (10,
11)結 合 さ れ る 鼻 腔 プ ロ ン グ (12)が 、 前 記 空 気 供 給 管 (21)と 排 気 管 (24)に 対 し て 垂 直 方 向
ｙ に 配 置 さ れ る た め 、 こ れ ら の 管 を 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 患 者 の 顔 面 を 横 に 横 切 ら
せ て 装 着 す る こ と が 可 能 に な り 、 装 着 負 担 が 軽 減 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 お よ び 特 徴 は 、 図 面 を 参 照 し た 以 下 の 実 施 例 の 説 明 よ り 明 ら か に な ろ
う 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ の 縦 断 面 を 示 す 。 な お こ の 図 面 は
、 実 物 よ り も 拡 大 し て 素 子 断 面 を 示 す 。 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ は 合 成 樹 脂 製 で あ る 。 可
撓 性 樹 脂 製 の 鼻 腔 プ ロ ン グ １ ２ に は 、 新 生 児 の 鼻 孔 に 挿 入 さ れ る 、 ｙ 方 向 で 外 方 に 突 出 す
る ２ 本 の 可 撓 管 （ flexible tube） が あ る 。 新 生 児 に 素 子 １ を 装 着 し た 外 観 を 図 ４ に 示 す
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 来 例 （ 図 ５ ） と 同 様 に 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ に は 、 空 気 を 噴 出 す る 噴 流 ノ ズ ル ３
， 該 噴 流 ノ ズ ル ３ と の 間 に 噴 流 路 ４ を お い て 、 先 端 が 該 噴 流 ノ ズ ル ３ の 空 気 噴 流 に 対 向 す
る 位 置 に あ っ て 前 記 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に 延 び 、 前 記 空 気 噴 流 を 第 １ お よ び 第 ２ 噴 流 に
分 割 す る 噴 流 分 岐 板 ５ ａ ， ５ ｂ ， 第 １ 噴 流 が 流 入 す る 第 １ 分 岐 路 ７ お よ び そ れ に 連 続 す る
キ ャ ビ テ ィ ９ ， 第 ２ 噴 流 が 流 入 す る 第 ２ 分 岐 路 ８ お よ び そ れ に 連 続 す る 排 気 ポ ー ト １ ３ 、
お よ び 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ ９ に 連 続 し 、 鼻 腔 プ ロ ン グ １ ２ に 連 通 す る 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １
０ ， １ １ 、 が あ る 。 そ し て 、 そ れ ら に 加 え て 、 噴 流 分 岐 板 ５ ａ ， ５ ｂ の 先 端 の ナ イ フ エ ッ
ジ 部 分 ５ ａ を 分 断 す る バ イ パ ス ６ が 噴 流 分 岐 板 に 開 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 換 言 す る と 、 噴 流 ノ ズ ル ３ と の 間 に 噴 流 路 ４ を お い て 、 先 端 が ノ ズ ル ３ の 空 気 噴 流 に 対
向 す る 位 置 に あ っ て 該 空 気 噴 流 を 第 １ お よ び 第 ２ 噴 流 に 分 割 す る ウ エ ッ ジ ５ ａ ， 該 空 気 噴
流 の 流 れ る 方 向 に 関 し て ウ エ ッ ジ ５ ａ の 下 流 に あ っ て 空 気 噴 流 の 流 れ る 方 向 に 延 び る 分 離
部 ５ ｂ 、 お よ び 、 ウ エ ッ ジ ５ ａ と 分 離 部 ５ ｂ と の 間 の バ イ パ ス ６ 、 を 備 え る 。 キ ャ ビ テ ィ
９ と 第 ２ 分 岐 路 ８ は 分 離 部 ５ ｂ で 区 分 さ れ 、 し か も 、 バ イ パ ス ６ が 、 キ ャ ビ テ ィ ９ と 第 ２
分 岐 路 ８ と の 間 の 空 気 の 通 流 を 許 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ノ ズ ル ３ に は 噴 流 ポ ー ト ２ が 連 続 し て お り 、 該 噴 流 ポ ー ト ２ に 給 気 管 接 続 ポ ー ト １ ５ （
図 ２ ） が 連 続 し て い る 。 こ の 給 気 管 接 続 ポ ー ト １ ５ に 、 給 気 口 金 ２ ２ が 装 着 さ れ 、 該 給 気
口 金 ２ ２ に 給 気 チ ュ ー ブ ２ １ が 繋 が っ て い る 。 給 気 チ ュ ー ブ ２ １ に は 、 図 示 し な い 空 気 給
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送 装 置 か ら 、 定 圧 空 気 が 供 給 さ れ る 。 排 気 ポ ー ト １ ３ に は 、 ス ロ ッ ト ル １ ４ が 挿 入 さ れ 、
排 気 ポ ー ト １ ３ に 連 続 す る 排 気 管 接 続 ポ ー ト １ ８ （ 図 ２ ） に 、 排 気 口 金 ２ ３ が 装 着 さ れ 、
該 排 気 口 金 ２ ３ に 排 気 チ ュ ー ブ ２ ４ が 繋 が っ て い る 。 ス ロ ッ ト ル １ ４ は 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の
陽 圧 を 所 望 の 定 圧 （ 例 え ば 平 均 圧 ５ ０ ０ Ｐ ａ ） に 安 定 化 す る た め に 、 給 気 チ ュ ー ブ ２ １ を
通 し て 噴 流 ポ ー ト ２ に 定 圧 空 気 を 送 り 込 む 、 図 示 し な い 空 気 供 給 装 置 の 送 出 圧 仕 様 に 合 わ
せ て 、 排 気 ポ ー ト １ ３ の 流 路 抵 抗 を 調 整 （ 設 定 ） す る た め の も の で あ る 。 所 要 の 送 出 圧 仕
様 の 空 気 給 送 装 置 の み を 使 用 す る 場 合 、 あ る い は 空 気 給 送 装 置 に お い て 信 頼 性 が 高 い 調 整
（ 設 定 ） が 可 能 な 場 合 に は 、 ス ロ ッ ト ル １ ４ は 省 略 し 、 排 気 ポ ー ト １ ３ を 所 要 の 流 路 抵 抗
に 設 計 し て 置 け ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １ に は 鼻 腔 プ ロ ン グ 接 続 ポ ー ト １ ６ ， １ ７ （ 図 ２ ） が 連 続
し て お り 、 こ れ ら の 接 続 ポ ー ト １ ６ ， １ ７ に 、 鼻 腔 プ ロ ン グ １ ２ が 装 着 さ れ て い る 。 鼻 腔
プ ロ ン グ １ ２ の 、 新 生 児 の 鼻 孔 に 挿 入 さ れ る 、 ｙ 方 向 で 外 方 に 突 出 す る ２ 本 の 可 撓 管 は 、
キ ャ ビ テ ィ ９ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 す ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ を 使 用 す る と き 、 鼻 腔 プ ロ ン グ １ ２ の 、 ｙ 方 向 で 外
方 に 突 出 す る ２ 本 の 可 撓 管 を 、 新 生 児 （ 未 熟 児 ） の 鼻 孔 に 挿 入 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 給 気 チ ュ ー ブ ２ １ お よ び 排 気 チ ュ ー ブ ２ ４ が 、 新 生 児 の 顔 面 を 横 に 横 切 る 。 こ の 状 態 で
、 図 示 し な い バ ン ド ， 紐 な ど の 付 い た 固 定 保 持 具 で 素 子 １ が 頭 部 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 使 用 状 態 で 、 給 気 管 接 続 ポ ー ト １ ５ に 実 質 的 に 定 圧 力 で 空 気 が 供 給 さ れ る 。
こ の 空 気 は 、 給 気 管 接 続 ポ ー ト １ ５ か ら 噴 流 ポ ー ト ２ を 経 て ノ ズ ル ３ に 入 り 、 ノ ズ ル ３ か
ら 流 出 す る 空 気 噴 流 は 、 噴 流 路 ４ を 進 む と 噴 流 分 岐 板 の 先 端 に 相 当 す る ウ エ ッ ジ （ 楔 ） ５
ａ の ナ イ フ エ ッ ジ で 、 第 １ 噴 流 と 第 ２ 噴 流 に ２ 分 割 さ れ 、 第 １ 噴 流 は キ ャ ビ テ ィ ポ ー ト で
あ る 第 １ 分 岐 路 ７ を 通 っ て キ ャ ビ テ ィ ９ に 入 っ て 壁 面 に 沿 う よ う に 時 計 方 向 に 旋 回 す る 。
こ れ に よ り キ ャ ビ テ ィ ９ に は 陽 圧 が 加 わ っ て い る 。 第 ２ 噴 流 は 、 余 剰 エ ア 流 路 で あ る 第 ２
分 岐 路 ８ を 通 っ て 排 気 ポ ー ト １ ３ を 進 ん で 、 排 気 管 接 続 ポ ー ト １ ８ か ら 外 部 に 流 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に は 、 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １ に 、 新 生 児 の 自 発 呼 吸 に よ り 、 吸 気 圧 が 加 わ
っ て い る 吸 気 相 で の 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ 内 の 空 気 流 の 概 要 を 実 線 矢 印 で 示 し 、 図 ３
に は 、 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １ に 、 新 生 児 の 自 発 呼 吸 に よ り 、 呼 気 圧 が 加 わ っ て い
る 呼 気 相 で の 、 ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ 内 の 空 気 流 の 概 要 を 実 線 矢 印 で 示 す 。 ノ ズ ル ３ か
ら の 噴 流 に よ り 素 子 １ に 供 給 さ れ る 空 気 量 は ， 毎 分 約 ７ リ ッ ト ル で あ る が 、 こ の 大 部 分 は
、 Ｃ Ｐ Ａ Ｐ す な わ ち 気 道 内 の 平 均 圧 （ MAP： Mean Airway Pressure） を 維 持 す る た め の も
の で 、 キ ャ ビ テ ィ ９ 内 を ３ 次 元 的 に 循 環 し て 、 ウ エ ッ ジ ５ ａ と 分 離 部 ５ ｂ と の 間 の 隙 間 で
あ る バ イ パ ス ６ の 、 ｚ 方 向 で 下 側 と 上 側 の 壁 面 近 く か ら 、 第 ２ 分 岐 路 ８ に 流 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 新 生 児 の 呼 吸 に よ る 吸 気 ， 呼 気 の 流 量 は 、 一 回 の 呼 吸 で 約 ２ ０ ミ リ リ ッ ト ル 程 度 で 、 呼
吸 回 数 は 毎 分 ３ ０ 回 程 度 で あ る の で 、 1分 間 あ た り の 吸 気 量 ， 呼 気 量 は 、 約 ０ ． ６ リ ッ ト
ル と な り 、 供 給 さ れ る 空 気 量 の 10％ 程 度 で あ る 。 し た が っ て 、 主 た る 空 気 の 流 れ は 、
　 　 ノ ズ ル ３ － キ ャ ビ テ ィ ９ － バ イ パ ス ６ － ス ロ ッ ト ル １ ４ － 排 気 管 接 続 ポ ー ト １ ８
と な り 、 一 部 が 、 鼻 腔 プ ロ ン グ １ ２ を 通 過 し て 、 吸 気 （ 図 ２ ） お よ び 呼 気 （ 図 ３ ） と な る
。 ま た 、 ウ エ ッ ジ ５ ａ で 分 離 さ れ る 流 れ は 、 キ ャ ビ テ ィ ９ 方 向 の 流 れ す な わ ち 第 １ 噴 流 が
大 部 分 で 、 第 ２ 分 岐 路 ８ 方 向 の 第 ２ 噴 流 量 は 少 な い 。 し か し 、 第 １ 噴 流 量 と 第 ２ 噴 流 量 と
の 比 は 、 吸 気 相 と 呼 気 相 と で 少 し 異 な り 、 吸 気 相 で は 第 １ 噴 流 量 が 少 し 増 加 す る が 、 呼 気
相 で は 第 １ 噴 流 量 が 少 し 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 吸 気 ， 呼 気 に よ る 一 番 大 き な 流 れ の 変 化 は 、 キ ャ ビ テ ィ ９ 内 に 入 っ た 第 １ 噴 流 に あ る 。
ウ ェ ッ ジ ５ ａ に よ り 分 岐 し た 第 １ 噴 流 は 、 ウ エ ッ ジ ５ ａ に 沿 い 、 そ し て 分 離 部 ５ ｂ に 沿 っ
て キ ャ ビ テ ィ ９ 内 を 時 計 回 り に 旋 回 し 、 そ し て バ イ パ ス ６ を 通 っ て 第 ２ 分 岐 路 ８ に 出 る 。
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キ ャ ビ テ ィ ９ 内 の こ の 旋 回 流 が 、 吸 気 時 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １
０ ， １ １ 側 に 偏 り 、 呼 気 時 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １ か ら 遠
ざ か る 。 こ の 流 れ の 変 化 は 、 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト １ ０ ， １ １ か ら 吸 気 時 と 呼 気 時 に キ ャ ビ
テ ィ ９ に 加 わ る わ ず か な 圧 力 変 動 が 、 ノ ズ ル ３ か ら の 噴 流 に 干 渉 し て ウ エ ッ ジ ５ ａ 先 端 で
の 噴 流 分 割 比 に 変 化 を も た ら し 、 そ の 結 果 キ ャ ビ テ ィ 内 流 れ の 状 態 が 変 化 し て 、 吸 気 ， 呼
気 を 補 助 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の 、 バ イ パ ス ６ が 存 在 す る こ と に よ る 、 キ ャ ビ テ ィ 内 圧 力 変 動 の 緩 衝 に よ り 、 キ ャ
ビ テ ィ 陽 圧 を 平 均 値 で ５ ０ ０ Ｐ ａ 程 度 に 維 持 す る 場 合 で 、 肺 圧 の 変 動 を 未 熟 児 の 快 適 な 呼
吸 補 助 に 適 し た 、 １ ０ ０ ～ １ ５ ０ Ｐ ａ の 範 囲 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 従 来 技 術 （ 図 ５ ） と 同 様 に 、 給 気 チ ュ ー ブ ２ １ と 排 気 チ ュ ー ブ ２ ４ が 同 じ 方 向 ｘ
に 配 置 さ れ 、 こ れ ら に 対 し て 、 鼻 腔 プ ロ ン グ １ ２ の 、 鼻 孔 に 挿 入 さ れ る ２ 本 の 可 撓 性 チ ュ
ー ブ が 垂 直 方 向 ｙ に 配 置 さ れ る た め 、 こ れ ら の 給 ， 排 気 チ ュ ー ブ を 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ
う に 、 新 生 児 の 顔 面 を 横 に 横 切 ら せ て 装 着 す る こ と が 可 能 に な り 、 装 着 負 担 が 軽 減 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ の 、 鼻 腔 ブ ロ ン グ 接 続 ポ ー ト １ ６ ， １ ７ に 吸
気 圧 が 加 わ っ て い る と き の 、 素 子 内 空 気 流 の 概 要 を 矢 印 で 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ の 、 鼻 腔 ブ ロ ン グ 接 続 ポ ー ト １ ６ ， １ ７ に 呼
気 圧 が 加 わ っ て い る と き の 、 素 子 内 空 気 流 の 概 要 を 矢 印 で 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 １ を 装 着 し た 新 生 児 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 一 例 の ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ ： ネ ー ザ ル Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 素 子
２ ： 噴 流 ポ ー ト
３ ： 噴 流 ノ ズ ル
４ ： 噴 流 路
５ ： 噴 流 分 岐 板
６ ： バ イ パ ス
７ ： 第 １ 分 岐 路
８ ： 第 ２ 分 岐 路
９ ： キ ャ ビ テ ィ
１ ０ ， １ １ ： 鼻 腔 プ ロ ン グ ポ ー ト
１ ２ ： 鼻 腔 プ ロ ン グ
１ ３ ： 排 気 ポ ー ト
１ ４ ： ス ロ ッ ト ル
１ ５ ： 給 気 管 接 続 ポ ー ト
１ ６ ， １ ７ ： 鼻 腔 プ ロ ン グ 接 続 ポ ー ト
１ ８ ： 排 気 管 接 続 ポ ー ト
２ １ ： 給 気 チ ュ ー ブ
２ ２ ： 給 気 口 金
２ ３ ： 排 気 口 金
２ ４ ： 排 気 チ ュ ー ブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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